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「十三」 令和2年度 第２号

令和２年度 氷見市立十三中学校

本 校 の 教 育 全 体 構 想
学校教育目標

心 豊 か で た く ま し い 生 徒 の 育 成

目指す生徒像 目指す教師像

・思いやりのある生徒 〈徳〉 ・生徒の可能性を信じる教師

・たくましい生徒 〈体〉 ・生徒と共に活動する教師
・学び続ける生徒 〈知〉 ・いつまでも学び続ける教師

目指す学校像
・認め合う仲間が集う学校

・支え合う仲間が集う学校

・学び合う仲間が集う学校

○ 本年度の重点目標

社会の一員としての自覚をもち、一人一人がいきいきと輝く生徒の育成

アクションプラン① アクションプラン②

確かな学力の育成 仲間を認め合い、支え合う態度の育成

学び合い、共に高める学習活動

〈達成目標〉 〈達成目標〉

・授業では、学習の目標を理解して学習活動 ・みんなで協力して物事をやり遂げ、うれし
に取り組むことができた。 いと感じることができた。

（自己評価で達成率が80％以上） （自己評価で達成率が80％以上）

・課題に対して自分で考え、自分から取り組 ・自分には、よいところがあると思うことが
むことができた。 できた。

（自己評価で達成率が80％以上） （自己評価で達成率が80％以上）

・話合い活動を通じて、自分の考えを深めた
り、広げたりすることができた。

（自己評価で達成率が80％以上）

〈方策〉 〈方策〉
☆生徒が、何を分かり、何ができるようにな ☆学校行事や生徒会活動、学級活動等におい

ればよいのかをイメージして学習に取り組 て、生徒の主体的な活動を促していく。

めるようにする。
☆生徒の手による主体的な活動を実践するた

☆意見を交流する場を設けるなど、学び合い めのリーダーを育成する。

を促す手立てを工夫する。
☆日頃の活動の様子や個人面談等を基に、生

☆各教科で基礎・基本を確認する機会を計画 徒の変容やよさを見出し、認め広めていく

的に設け、「分かった・できた」を実感で よう声かけを行う。
きるようにする。


